
５　外国人の労働力状態

（１）国籍別にみた15歳以上人口の労働力状態

表５－１　国籍、労働力状態別15歳以上人口（令和２年） （人、％）

国名 総数 労働力
人口

完全
失業者

非労働力
人口

家事 通学 その他家事の
ほか仕事

通学の
かたわら

仕事
就業者 主に仕事 休業者

実数　1)
総数 6,245 4,937 4,884 4,484 175 146 79 53 665 287 205 173
韓国、朝鮮 454 234 225 188 24 6 7 9 170 61 35 74
中国 1,018 799 788 717 39 15 17 11 133 67 42 24
フィリピン 670 516 503 417 51 25 10 13 89 58 25 6
インドネシア 606 576 573 562 2 9 - 3 17 5 12 - 
ベトナム 2,045 1,873 1,872 1,770 15 52 35 1 42 11 20 11
ネパール 182 72 71 56 3 12 - 1 17 7 9 1
アメリカ 162 124 120 112 6 1 1 4 25 9 1 15
ブラジル 54 47 46 38 7 1 - 1 6 2 1 3
その他　2) 1,054 696 686 624 28 25 9 10 166 67 60 39

割合
総数 100.0 88.1 87.2 80.0 3.1 2.6 1.4 0.9 11.9 5.1 3.7 3.1
韓国、朝鮮 100.0 57.9 55.7 46.5 5.9 1.5 1.7 2.2 42.1 15.1 8.7 18.3
中国 100.0 85.7 84.5 76.9 4.2 1.6 1.8 1.2 14.3 7.2 4.5 2.6
フィリピン 100.0 85.3 83.1 68.9 8.4 4.1 1.7 2.1 14.7 9.6 4.1 1.0
インドネシア 100.0 97.1 96.6 94.8 0.3 1.5 - 0.5 2.9 0.8 2.0 - 
ベトナム 100.0 97.8 97.8 92.4 0.8 2.7 1.8 0.1 2.2 0.6 1.0 0.6
ネパール 100.0 80.9 79.8 62.9 3.4 13.5 - 1.1 19.1 7.9 10.1 1.1
アメリカ 100.0 83.2 80.5 75.2 4.0 0.7 0.7 2.7 16.8 6.0 0.7 10.1
ブラジル 100.0 88.7 86.8 71.7 13.2 1.9 - 1.9 11.3 3.8 1.9 5.7
その他 100.0 80.7 79.6 72.4 3.2 2.9 1.0 1.2 19.3 7.8 7.0 4.5

1）　総数には労働力状態不詳を含む。
2）  無国籍及び国名不詳を含む。

本県に居住している15歳以上の外国人の労働力状態をみると、最も多いのは「主に

仕事」の4,484人（80.0％）となっています。

これを国籍別にみると、｢主に仕事」が最も多いのは「ベトナム」の1,770人で、次

いで「中国」の717人、｢インドネシア」の562人などとなっています。また、｢家事」

が最も多いのは「中国」の67人で、次いで「韓国、朝鮮」の61人、｢フィリピン」の

58人などとなっています。

（表５－１、図５－１）
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図５－１ 国籍、労働力状態別15歳以上人口割合（令和２年）

主に仕事 家事のほか仕事 通学のかたわら仕事 休業者
完全失業者 家事 通学 その他

「主に仕事」は「ベトナム」が1,770人で最も多い

注） その他には無国籍及び国名不詳を含む。
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（２）国籍、男女別にみた主な産業大分類別就業者

表５－２　男女、国籍、主な産業大分類別就業者数及び割合（令和２年） （人、％）

割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合
総数 4,884 806 17.0 210 4.4 359 7.6 1,931 40.6 399 8.4 268 5.6 260 5.5 221 4.7 430 9.1
韓国、朝鮮 225 14 6.3 - - 6 2.7 21 9.5 57 25.8 36 16.3 24 10.9 20 9.0 47 21.3
中国 788 230 29.8 - - 33 4.3 247 32.0 98 12.7 67 8.7 18 2.3 31 4.0 64 8.3
フィリピン 503 57 11.6 1 0.2 12 2.4 213 43.3 32 6.5 50 10.2 16 3.3 73 14.8 49 10.0
インドネシア 573 76 14.1 209 38.7 24 4.4 205 38.0 7 1.3 1 0.2 2 0.4 7 1.3 42 7.8
ベトナム 1,872 303 16.4 - - 253 13.7 1,024 55.6 137 7.4 38 2.1 - - 43 2.3 74 4.0
ネパール 71 1 1.6 - - - - 3 4.7 4 6.3 41 64.1 - - 14 21.9 8 12.5
アメリカ 120 2 1.7 - - - - 1 0.9 3 2.6 4 3.4 77 65.8 2 1.7 31 26.5
ブラジル 46 1 2.3 - - 4 9.3 27 62.8 - - - - 3 7.0 - - 11 25.6
その他 686 122 18.5 - - 27 4.1 190 28.9 61 9.3 31 4.7 120 18.2 31 4.7 104 15.8
総数 1,979 193 10.1 209 11.0 344 18.1 519 27.3 131 6.9 128 6.7 157 8.3 50 2.6 248 13.0
韓国、朝鮮 121 12 10.1 - - 6 5.0 15 12.6 23 19.3 21 17.6 8 6.7 7 5.9 29 24.4
中国 248 28 11.5 - - 32 13.2 87 35.8 29 11.9 39 16.0 5 2.1 7 2.9 21 8.6
フィリピン 66 10 15.2 - - 9 13.6 24 36.4 1 1.5 - - 1 1.5 13 19.7 8 12.1
インドネシア 396 35 9.6 209 57.6 24 6.6 84 23.1 6 1.7 - - 2 0.6 - - 36 9.9
ベトナム 632 68 11.0 - - 249 40.3 227 36.7 18 2.9 11 1.8 - - 11 1.8 48 7.8
ネパール 43 - - - - - - 1 2.6 1 2.6 31 79.5 - - 5 12.8 5 12.8
アメリカ 82 1 1.3 - - - - - - 2 2.5 3 3.8 51 63.8 1 1.3 24 30.0
ブラジル 30 - - - - 4 13.8 16 55.2 - - - - 3 10.3 - - 7 24.1
その他 361 39 11.3 - - 20 5.8 65 18.8 51 14.8 23 6.7 87 25.2 6 1.7 70 20.3
総数 2,905 613 21.5 1 0.0 15 0.5 1,412 49.6 268 9.4 140 4.9 103 3.6 171 6.0 182 6.4
韓国、朝鮮 104 2 2.0 - - - - 6 5.9 34 33.3 15 14.7 16 15.7 13 12.7 18 17.6
中国 540 202 38.1 - - 1 0.2 160 30.2 69 13.0 28 5.3 13 2.5 24 4.5 43 8.1
フィリピン 437 47 11.0 1 0.2 3 0.7 189 44.4 31 7.3 50 11.7 15 3.5 60 14.1 41 9.6
インドネシア 177 41 23.2 - - - - 121 68.4 1 0.6 1 0.6 - - 7 4.0 6 3.4
ベトナム 1,240 235 19.2 - - 4 0.3 797 65.1 119 9.7 27 2.2 - - 32 2.6 26 2.1
ネパール 28 1 4.0 - - - - 2 8.0 3 12.0 10 40.0 - - 9 36.0 3 12.0
アメリカ 38 1 2.7 - - - - 1 2.7 1 2.7 1 2.7 26 70.3 1 2.7 7 18.9
ブラジル 16 1 7.1 - - - - 11 78.6 - - - - - - - - 4 28.6
その他 325 83 26.5 - - 7 2.2 125 39.9 10 3.2 8 2.6 33 10.5 25 8.0 34 10.9

総
数

男

女

農業、林業
総数、男女、国名 総数

教育、学習支援業 医療、福祉 その他漁業 建設業 製造業 卸売業、小売業 宿泊業、飲食サービス業

10.1 

11.5 

15.2 

11.0 

11.3 

57.6 

13.2 

13.6 

40.3 

13.8 

12.6 

35.8 

36.4 

23.1 

36.7 

55.2 

18.8 

19.3 

11.9 

14.8 

17.6 

16.0 

79.5 

63.8 

10.3 

25.2 

19.7 

12.8 

24.4 

12.1 

12.8 

30.0 

24.1 

20.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

韓国、朝鮮

中国

フィリピン

インドネシア

ベトナム

ネパール

アメリカ

ブラジル

その他

図５－２ 男女、国籍、主な産業大分類別就業者の割合（令和２年）

農業、林業 漁業 建設業
製造業 卸売業、小売業 宿泊業、飲食サービス業
教育学習支援業 医療、福祉 その他

【女】
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本県の15歳以上外国人就業者について産業大分類別の割合を見ると、｢製造業」が

40.6％と最も高く、次いで「農業、林業」が17.0％、｢卸売業、小売業」が8.4％など

となっています。

男女、国籍別にみると、「製造業」が最も多いのは男女ともに「ベトナム」となっ

ており、男性は227人、女性は797人となっています

（表５－２、図５－２）

【男】

「製造業」の就業者数は、男女ともに「ベトナム」が最も多い
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